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令和８年１０月３０日
千代田区立お茶の水小学校
校長　伊藤　栄司




「優しさ」を行動につなげる学び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　伊藤　栄司
朝夕の冷え込みに秋の深まりを感じる頃となりました。校庭の木々も少しずつ色づき始め、子どもたちは澄んだ青空の下で元気に活動しています。保護者・地域の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。


人権教育の推進
人権と聞くと、少し難しく感じる方もいらっしゃるかもしれません。しかし、人権は決して特別なものではなく、私たちの日々の暮らしの中にある「優しい心」が基盤となっています。相手の話に耳を傾けること、困っている人に声をかけること、自分とは違う考えや感じ方を認めること等、当たり前の行動の土台にあるのが人を大切にしようとする「優しい心」＝人権です。
私たちは皆、人を思いやり、誰かの力になりたいとの気持ちをもっています。困っている人を見かけたら声をかけたい、悲しんでいる人がいたら励ましたいと思うのは自然なことです。しかし、自分では良かれと思ってかけた言葉や行動が、相手を傷つけたり、不快な思いをさせたりすることがあります。それは相手の立場や状況、感じ方を十分に理解できていなかったためかもしれません。


それぞれの事情・背景
現代社会には、さまざまな文化や価値観をもつ人々が暮らしています。また、一人一人には、異なる思いや願い、喜びや悩み、困難さがあります。外からは見えにくい事情を抱えている人も少なくありません。そのため、「自分ならこう思う」「自分なら大丈夫」との考えだけでは、本当の意味で相手を理解することはできません。
人権教育は、多様な人々の存在や、それぞれの背景について学ぶことから始まります。そして、自分とは異なる考え方や感じ方があることを理解し、相手の立場に立って考えようとする姿勢を育てます。さらに、相手を理解するだけでなく、相手の尊厳を認め、尊重する行動へとつなげていくことが求められています。


人権尊重教育推進校
本校は東京都教育委員会の人権尊重教育推進校として、「他者のために力を尽くすことができる児童の育成」を研究主題に掲げ、併設幼稚園とともに研究を進めてきました。人権教育は単なる知識の学習ではなく、日常生活や学校生活の中で具体的な態度や行動として表れることが重要です。授業を通して幅広い人権課題について学ぶとともに、日々の学校生活の中でも友達の違いを認め合い、互いを大切にする取組を積み重ねています。 
子どもたちが将来、多様な人々とともに生きる社会の中で、自分を大切にしながら、他者の尊厳も大切にできる人へと成長してほしいと願っています。また、学校・家庭・地域が力を合わせ、子どもたちの優しさを本当の意味で相手に届く思いやりへと育んでいきたいと考えています。


研究発表会
なお、11月20日（金）には、本校において「人権尊重教育推進校研究発表会」を開催いたします。これまでの研究の成果をご紹介するとともに、子どもたちの学びの様子をご覧いただく機会とします。今後も人権教育のさらなる充実を図り、一人一人が安心して学び、互いを尊重しながら成長できる学校づくりを進めます。
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